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日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業は、融資先の担い手農業者（※）

を対象に実施した「農業景況調査（平成 31 年 1 月調査）」において、外国人技能実

習生の受入状況を調査しました。 

※ 認定農業者の経営改善を後押しするスーパーＬ資金又は新たな取組みを支援する農業改良資金のご融資先 

本調査において、担い手農業者の 11.1％が外国人技能実習生（以下実習生）を受け

入れていることがわかりました。また、今後の実習生の受入希望については、実習生

の受入れを「増やしたい」(45.9％)が半数弱を占め、受入れを「減らしたい」(4.6％)

を大きく上回りました。 

調査結果のポイントは以下のとおりです。 

 

＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞＜調査結果のポイント＞    

○○○○    売上売上売上売上規模が大きい規模が大きい規模が大きい規模が大きい経営体経営体経営体経営体ほど実習生をほど実習生をほど実習生をほど実習生を受け入れ受け入れ受け入れ受け入れている傾向ている傾向ている傾向ている傾向（図（図（図（図１１１１－３－３－３－３））））    

外国人技能実習生を受け入れているか聞いたところ、「受け入れている」と回答

した割合は全体の 11.1％となり、「個人」(6.5％)より「法人」(20.6％)、「耕種」

(8.4％)より「畜産」(20.2％)の割合が高くなっています。また、売上規模が大き

い経営体ほど実習生を受け入れている傾向にあることもわかります。 

経営体あたりの実習生の受入人数も「個人」より「法人」で多く、売上規模が大

きい経営体ほど多くの実習生を受け入れている傾向がみられます。 

また、今後の実習生の受入れについては、「増やしたい」(45.9％)が「減らした

い」(4.6％)を大きく上回り、実習生の受入れに対して需要が高いことがうかがえ

ます。 

 

○○○○    実習生受入れの課題は「実習生の日本語の能力」が最多実習生受入れの課題は「実習生の日本語の能力」が最多実習生受入れの課題は「実習生の日本語の能力」が最多実習生受入れの課題は「実習生の日本語の能力」が最多（図（図（図（図４４４４））））    

実習生を受け入れる際の課題について聞いたところ、「実習生の日本語の能力」

（64.3％）が最多となり、実習生を受け入れる担い手農業者は、円滑な意思疎通を

重要視していることが伺えます。次いで、「宿舎整備」（53.3％）、「技術水準に

応じた賃金水準の確保」（34.1％）の順となり、実習生の雇用環境を整えることに

課題があることも伺えます。 

農業景況調査：外国人技能実習生外国人技能実習生外国人技能実習生外国人技能実習生    

ニュースリリース 



    

○○○○    実習生の国籍はベトナムが最多実習生の国籍はベトナムが最多実習生の国籍はベトナムが最多実習生の国籍はベトナムが最多（（（（図図図図５５５５－６－６－６－６））））        

担い手農業者が受け入れている実習生の国籍について聞いたところ、「ベトナム」

（38.9％）が最多となり、次いで「中国」（21.3％）、「フィリピン」（11.2％）、

「インドネシア」（7.3％）となりました。 

農業以外の職種も含めた全職種における外国人技能実習生の国籍別の構成（図６）

と比べると、中国の割合が低くなっています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期  平成 31 年１月 

調査方法  往復はがきによる郵送アンケート調査 

調査対象  スーパーＬ資金又は農業改良資金のご融資先のうち１９，９２５先 

有効回答数 ６，１２９先（回収率：３０．８％） 

      稲作（北海道）：６８１、稲作（都府県）： １，５２７、畑作：５７４、露地野菜：５３３、 

      施設野菜：４９５、茶：１２４、果樹：３２６、施設花き：１４６、きのこ：８１、 

酪農（北海道）：２２９、酪農（都府県）：２４６、肉用牛：４２５、養豚：２１０、 

採卵鶏：１２９、ブロイラー：６９、その他：３３４ 



図１　外国人実習生を受け入れていますか 図２　（受け入れている方）何人受入をしていますか

１人 ２人 ３～５人 ６～１０人 １１人以上

全　体 全　体 11.4% 20.8% 36.2% 24.0% 7.6%

個　人 個　人 19.7% 26.4% 42.0% 11.2% 0.7%

法　人 法　人 6.0% 17.1% 32.4% 32.4% 12.1%

耕　種 耕　種 10.5% 20.8% 38.6% 24.2% 5.9%

畜　産 畜　産 13.2% 20.7% 33.9% 24.3% 7.9%

［売上規模別］ 実習生の受入割合 ［売上規模別］ 実習生の受入人数

１人 ２人 ３～５人 ６～１０人 １１人以上

１億円以上 １億円以上 6.1% 16.5% 32.2% 32.7% 12.5%
3000万円以上

１億円未満
3000万円以上

１億円未満 15.7% 26.0% 45.7% 12.1% 0.4%

3000万円未満 3000万円未満 34.0% 32.1% 26.4% 7.5% 0.0%
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図３ 今後、外国人技能実習生の受入れはどのようにしたいですか 
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